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　告

補
正
予
算

審
議
結
果
・
陳
情

一
般
質
問

意
見
書

議
会
活
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政
務
活
動
費

議
案
審
議

５月臨時会と６月定例会６月定例会
　５月臨時会では主に新型コロナウイルス感染症への対策に関する議案の審議を行い、６月定例会では条例改
正等の議案や報告の他、一般質問を行いました。

５月臨時会

　令和２年５月19日の１日間の日程で開きました。
　二つの補正予算を含む専決処分４件と条例の改正
１件の合計５議案を原案どおり可決しました。
　新型コロナウイルス感染症の拡大に対応するため、
国の経済対策である二つの給付金の支給に係る補正
予算と大磯町独自の緊急対応に係る補正予算が提出
された他、感染症対策に充てるため町長・副町長及
び教育長の給与を減額する条例改正について審議し
ました。

６月定例会６月定例会
　令和２年６月２日から17日までの16日間の日程で
開きました。
　本会議初日は、条例の改正が６件、補正予算が３
件の合計９議案を原案どおり可決しました。その他、
町から４件の報告を受けました。
　また６月４日に、委員会に付託された陳情２件の
審査を行いました。６月９日と10日の二日間にわた
り一般質問が行われ、10人の議員から20問の質問
がありました。

概
要

　
物
価
上
昇
の
影
響
か
ら
国

民
健
康
保
険
税
の
５
割
軽
減

及
び
２
割
軽
減
の
適
用
を
受

け
て
い
る
世
帯
が
対
象
か
ら

外
れ
な
い
よ
う
軽
減
対
象
額

の
拡
大
を
行
う
も
の
。
算
定

の
際
、
被
保
険
者
数
に
掛
け

合
わ
せ
る
金
額
を
５
割
軽
減

世
帯
で
28
万
円
か
ら
28
万
５

千
円
、
２
割
軽
減
世
帯
で
51

万
円
か
ら
52
万
円
に
す
る
。

概
要

　
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
に
よ
り
法
定
利
率
が
改

定
さ
れ
、
非
常
勤
消
防
団
員

等
へ
の
障
害
補
償
年
金
前
払

一
時
金
等
が
支
給
さ
れ
た
場

合
に
お
け
る
障
害
補
償
年
金

等
の
支
給
停
止
期
間
等
の
算

定
に
用
い
る
利
率
を
１
０
０

分
の
５
（
年
５
％
）
か
ら
、

事
故
発
生
日
に
お
け
る
法
定

利
率
に
改
め
る
。

問
　
対
象
と
な
る
世
帯
数
は
。

答
　
５
割
軽
減
が
15
世
帯
、

２
割
軽
減
が
10
世
帯
で
あ

る
。

問
　
町
の
負
担
は
増
え
る
か
。

答
　
お
よ
そ
84
万
円
の
収
入

減
だ
が
、
高
所
得
者
か
ら

の
保
険
税
収
入
増
も
あ
り

結
果
的
に
は
１
１
６
万
円

の
収
入
増
を
見
込
む
。

問
　
新
た
な
法
定
利
率
は
い

く
ら
か
。

答
　
年
３
％
。
３
年
を
め
ど

に
見
直
し
が
さ
れ
る
。

問
　
過
去
の
災
害
補
償
の
支

払
い
経
過
は
。

答
　
昭
和
30
年
か
ら
令
和
元

年
ま
で
に
17
件
、
全
て
一

時
金
支
払
い
の
形
。

　
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
が
令
和
２

年
３
月
31
日
付
け
で
公
布
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
大
磯
町

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
、

専
決
処
分
し
た
こ
と
に
つ
い

て
議
会
の
承
認
を
求
め
る
も

の
で
す
。

　　　　
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係

る
損
害
賠
償
の
基
準
を
定
め

る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
が
令
和
２
年
３
月
27
日

付
け
で
公
布
さ
れ
、
大
磯
町

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必

要
が
生
じ
、
専
決
処
分
し
た

こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
承
認

を
求
め
る
も
の
で
す
。

　　

専
決
処
分
の
２
議
案
を
承
認

５
月
臨
時
会

大
磯
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

大
磯
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
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令
和
２
年
６
月
１
日
か
ら

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
限
り
、
特
別
職
で
あ
る

町
長
・
副
町
長
及
び
教
育
長

の
給
料
月
額
及
び
期
末
手
当

の
支
給
額
を
１
０
０
分
の
20

に
相
当
す
る
額
を
削
減
す
る

た
め
、
規
定
の
改
正
を
行
う

も
の
。

問
　
20
％
の
削
減
と
10
ヶ
月

の
根
拠
は
。

答
　
今
回
の
コ
ロ
ナ
対
策
で

財
源
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
中
で
、
こ
の
時
点
で
は

国
の
地
方
交
付
金
が
決

ま
っ
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま

で
財
政
調
整
基
金
か
ら
崩

す
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。
そ
の
額
を
い
か
に

減
ら
す
か
に
つ
い
て
検
討

し
た
結
果
、
町
長
・
副
町

長
及
び
教
育
長
の
給
料
、

賞
与
を
削
減
し
、
想
定
さ

れ
る
額
の
６
０
０
万
円
程

度
か
ら
算
出
し
、
２
割
程

度
、
10
ヶ
月
分
と
い
う
形

と
な
っ
た
。

討

　論

反
対

【
石
川
則
男
議
員
】

　
町
の
幹
部
が
や
る
べ
き
こ

と
は
、
予
算
を
い
か
に
町
民

の
た
め
に
効
果
的
に
使
う
か

と
い
う
こ
と
に
神
経
を
注
ぐ

こ
と
だ
と
思
う
。
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
と
い
う
言
い
方
を
す

る
方
も
い
る
が
、
そ
れ
よ
り

も
町
民
の
た
め
に
し
っ
か
り

し
た
予
算
を
組
ん
で
ほ
し

い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
伴
う
町
の
財
政
並
び

に
町
民
生
活
及
び
地
域
経
済
へ
の
影
響
を
勘
案
し
、
町
長
、
副

町
長
、
教
育
長
の
給
料
月
額
及
び
期
末
手
当
の
支
給
額
を
削
減

す
る
た
め
、
規
定
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

大磯町特別職の職員で常勤のものの
給与に関する条例の一部を改正

問問
　　
町
の
負
担
額
は
。

答答
　　
約
１
３
９
５
万
円
を
予

定
し
て
い
る
。

問問
　　
対
象
者
の
人
数
は
。

答答
　　
第
１
段
階
が
１
５
３
５

人
、
第
２
段
階
が
５
９
４

人
、
第
３
段
階
が
５
８
１

人
で
合
計
２
７
１
０
人
。

（
令
和
２
年
１
月
末
現
在

対
象
者
）

問問
　　
介
護
保
険
制
度
の
利
用

に
つ
い
て
、
国
は
目
が
行

き
届
い
て
い
な
い
。
制
度

を
改
正
し
な
い
と
介
護
保

険
制
度
は
も
た
な
い
の
で

は
な
い
か
。

答答
　　
他
市
町
村
同
様
、
大
磯

町
も
給
付
費
が
増
え
て
い

る
。
全
体
的
な
制
度
の
見

直
し
も
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
町

が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て

い
き
た
い
。

大磯町介護保険条例の一部を改正大磯町介護保険条例の一部を改正
住民税非課税世帯の65歳以上の被保険者の保険料が軽減されます

　
平
成
26
年
の
介
護
保
険
法

の
改
正
に
よ
り
、
消
費
税
に

よ
る
公
費
を
投
入
し
て
低
所

得
者
の
保
険
料
の
軽
減
強
化

を
行
う
仕
組
み
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
令
和
元
年
10
月
か
ら
、
消

費
税
率
10
％
が
導
入
さ
れ
た

こ
と
に
合
わ
せ
て
、
令
和
２

年
３
月
30
日
付
け
で
介
護
保

険
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
、

第
１
段
階
か
ら
第
３
段
階
ま

で
の
保
険
料
の
軽
減
が
可
能

と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
同

様
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
大

磯
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

第１段階～第３段階の保険料（年額）比較表

保険料段階 現　行 改正後 差　額

第１段階 25,650円 20,520円 △5,130円

第２段階 42,750円 34,200円 △8,550円

第３段階 49,590円 47,880円 △1,710円

・公布の日から施行する。
・令和2年度分の保険料から適用する。

６月定例会
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大磯町放課後児童健全育成事業の設備及び運営大磯町放課後児童健全育成事業の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部を改正に関する基準を定める条例の一部を改正

改
正
内
容

改
正
内
容

　
放
課
後
児
童
支
援
員
と
な

る
た
め
に
受
講
す
る
認
定
資

格
研
修
の
実
施
主
体
に
つ
い

て
現
行
の
都
道
府
県
知
事
に

加
え
、
指
定
都
市
及
び
中
核

市
の
長
を
追
加
す
る
。

　
ま
た
、
放
課
後
児
童
支
援

員
と
な
る
た
め
の
資
格
に
つ

い
て
追
加
及
び
見
直
し
を
行

う
。

⑴�

教
諭
の
免
許
状
を
有
す
る

者
⑵�

専
門
職
大
学
の
前
期
課
程

を
修
了
し
た
者

⑶�

学
歴
に
関
わ
ら
ず
５
年
以

上
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
に
従
事
し
、
町
長
が

適
当
と
認
め
た
者

　

問問
　　
教
職
員
の
免
許
を
持
っ

て
い
れ
ば
更
新
し
て
い
な

い
人
で
も
良
い
と
い
う
こ

と
か
。

答答
　　
免
許
状
を
持
っ
て
い
る

方
で
あ
れ
ば
有
資
格
者
と

な
る
。

問問
　　
専
門
職
大
学
は
ど
う
い

う
大
学
で
、
県
内
に
あ
る

か
。

答答
　　
専
門
職
大
学
は
就
職
す

る
先
の
専
門
的
な
技
術
を

身
に
つ
け
る
と
い
う
こ
と

で
創
設
さ
れ
た
大
学
で
、

全
国
に
11
校
あ
る
が
、
県

内
に
は
ま
だ
な
い
。

問問
　　
現
在
町
内
の
支
援
員
の

中
で
新
た
に
追
加
さ
れ
る

「
５
年
以
上
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
に
従
事
し

た
者
」
に
該
当
す
る
方
は

い
る
か
。

答答
　　
現
在
は
こ
の
条
件
に
該

当
す
る
者
は
い
な
い
。

問問
　　
現
在
、
大
磯
と
国
府
の

支
援
員
の
人
数
は
足
り
て

い
る
の
か
。

答答
　　
大
磯
と
国
府
で
そ
れ
ぞ

れ
８
名
と
６
名
の
支
援
員

が
お
り
、
基
準
上
は
足
り

て
い
る
。

問問
　　
コ
ロ
ナ
休
校
中
の
学
童

の
対
応
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

答答
　　
保
護
者
の
皆
様
が
期
待

す
る
よ
う
な
形
で
、
３
月

か
ら
長
期
休
業
と
同
じ
よ

う
な
形
で
運
営
し
て
い
た

だ
い
た
。

討

　論

賛
成
賛
成

【
奥
津
勝
子
議
員
】

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利

用
希
望
者
数
は
大
磯
で
も
増

加
す
る
こ
と
は
必
定
と
考
え

る
の
で
賛
成
す
る
。

【
石
川
則
男
議
員
】

　
支
援
員
が
認
定
資
格
研
修

を
受
け
ら
れ
る
場
が
広
が
る

と
い
う
こ
と
は
良
い
こ
と
だ

と
思
う
の
で
賛
成
す
る
。

改
正
内
容

改
正
内
容

　
大
磯
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
条
例
第
６
条
に
引

用
す
る
法
律
及
び
条
項
を

「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情

報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関

す
る
法
律
第
３
条
第
１
項
」

か
ら
「
情
報
通
信
技
術
を
活

用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関

す
る
法
律
第
６
条
第
１
項
」

に
変
更
す
る
も
の
。

問問
　　
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
の
中
の
弁
明
書
の
提

出
等
を
メ
ー
ル
で
流
用
で

き
る
と
い
う
こ
と
か
。

答答
　　
こ
の
法
律
は
本
来
行
政

手
続
き
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化

す
る
と
い
う
こ
と
が
う
た

わ
れ
て
い
た
が
、
今
回
デ

ジ
タ
ル
手
続
法
に
よ
り
広

く
行
政
を
効
率
的
に
運
営

し
て
い
く
が
、
引
用
箇
所

自
体
は
大
き
な
変
更
は
な

い
。

問問
　　
他
に
デ
ジ
タ
ル
法
関
連

の
改
正
が
必
要
な
条
例
は
。

答答
　　
現
状
で
確
認
し
て
い
る

中
で
は
な
い
。

問問
　　
こ
れ
ま
で
に
本
条
例
第

６
条
第
２
項
に
よ
り
提
出

さ
れ
た
弁
明
は
あ
る
か
。

答答
　　
こ
れ
ま
で
こ
の
書
面
審

理
で
電
子
処
理
を
さ
れ
た

こ
と
は
な
い
。

　

大
磯
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

大
磯
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会  

条
例
の
一
部
を
改
正

条
例
の
一
部
を
改
正

　
全
国
的
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）
の
利
用
希
望

者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
が
定
め
る
「
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
の
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者

の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を

図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用

に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
デ
ジ
タ
ル
手
続

法
）
が
改
正
さ
れ
、
本
条
例
に
引
用
し
て
い
る
法
律
名
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
規
定
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。
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活
動

政
務
活
動
費

議
案
審
議

改
正
内
容

改
正
内
容

⑴�

徴
収
の
猶
予
制
度
の
特
例

⑵�
町
民
税
に
お
け
る
寄
附
金

税
額
控
除
の
特
例

⑶�

生
産
性
革
命
の
実
現
に
向

け
た
固
定
資
産
税
の
特
例

措
置
の
拡
充

⑷�

軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割

の
臨
時
的
軽
減
の
延
長

　
施
行
日
は
、
⑴
・
⑶
・
⑷�

は
こ
の
条
例
の
公
布
日
、
⑵

は
令
和
３
年
１
月
１
日
と
す

る
。

問問
　　
徴
収
の
猶
予
制
度
の
特

例
は
、
ど
の
よ
う
に
周
知

す
る
の
か
。

答答
　　
５
月
の
広
報
で
条
例
・

税
制
改
正
が
さ
れ
猶
予
が

受
け
ら
れ
る
と
お
知
ら

せ
し
た
。
今
回
詳
細
が
決

ま
っ
て
き
た
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
税
目
に
つ
い
て
順

次
追
加
で
周
知
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
今
回
の
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て
は

遡
及
措
置
が
適
用
さ
れ
る

の
で
、
納
期
限
が
過
ぎ
て

も
対
応
し
て
い
く
予
定
。

問問
　　
寄
附
金
税
額
控
除
の
対

象
と
な
る
、
イ
ベ
ン
ト
の

要
件
と
は
。

答答
　　
控
除
の
対
象
と
な
る
の

は
、
国
が
指
定
す
る
イ
ベ

ン
ト
の
要
件
を
全
て
満
た

し
た
も
の
で
、
５
月
15
日

現
在
74
件
が
指
定
済
み
と

な
っ
て
い
る
。
条
例
改
正

後
に
町
で
も
公
表
す
る
。

改
正
内
容

改
正
内
容

⑴�

対
象
者
は
、
国
民
健
康
保

険
加
入
者
か
つ
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
療
養
の
た
め
会
社
か
ら

給
与
等
を
受
け
と
る
こ
と

が
で
き
な
い
者
。

⑵�

支
給
対
象
期
間
・
日
数
は
、

労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
日
か
ら
連
続

し
た
３
日
を
経
過
し
た
日

か
ら
、
最
長
１
年
６
ヶ
月

ま
で
支
給
。

⑶�
支
給
額
は
、
支
給
開
始
日

直
近
の
継
続
し
た
３
ヶ
月

間
の
収
入
を
就
労
日
数
で

割
り
支
給
率
と
就
労
で
き

な
か
っ
た
日
数
を
掛
け
合

わ
せ
た
額
。

⑷�

支
給
期
間
は
、
令
和
２
年

１
月
１
日
か
ら
規
則
で
定

め
る
日
ま
で
適
用
。（
現

時
点
で
は
令
和
２
年
９
月

30
日
ま
で
）

⑸
公
布
の
日
か
ら
施
行
。

問問
　　
個
人
事
業
主
は
対
象
に

含
ま
れ
る
の
か
。

答答
　　
今
回
の
改
正
内
容
の
対

象
者
は
被
用
者
に
限
定
し

て
い
る
た
め
、
個
人
事
業

主
、
農
業
者
等
は
含
ま
れ

な
い
。

問問
　　
他
か
ら
休
業
補
償
を
受

け
取
っ
た
場
合
も
支
給
さ

れ
る
の
か
。

答答
　　
内
容
を
確
認
し
、
対
象

者
の
場
合
は
傷
病
手
当
金

が
休
業
補
償
金
を
上
回
る

場
合
に
は
、
そ
の
差
額
を

支
給
す
る
。

問問
　
適
用
期
間
に
つ
い
て
、

第
２
波
、
第
３
波
を
考
慮

し
て
延
長
さ
れ
る
か
。

答答
　　
町
独
自
の
判
断
で
延
長

す
る
こ
と
は
現
時
点
で
考

え
て
い
な
い
が
、
国
の
判

断
に
よ
り
必
要
で
あ
れ
ば

規
則
を
改
正
し
た
い
。

問問
　　
濃
厚
接
触
者
に
も
支
給

さ
れ
る
か
。

答答
　　
事
業
主
が
証
明
す
れ
ば
、

対
象
と
な
る
。

問問
　　
適
用
期
間
が
現
時
点
で

は
令
和
２
年
９
月
30
日
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
時

点
で
療
養
し
て
い
る
場
合

な
の
か
、
ま
た
は
申
請
が

９
月
30
日
ま
で
な
の
か
。

答答
　　
連
続
し
て
３
日
間
の
待

機
期
間
を
終
了
し
た
後
の

４
日
目
が
９
月
30
日
ま
で

に
入
っ
て
い
れ
ば
、
申
請

は
そ
の
後
で
も
支
給
の
対

象
と
な
る
。

問問
　　
濃
厚
接
触
者
が
そ
の
後

陰
性
で
あ
っ
て
も
対
象
と

な
る
か
。

答答
　　
事
業
主
の
証
明
が
あ
れ

ば
対
象
と
な
る
。

大磯町町税条例の一部を改正大磯町町税条例の一部を改正
新型コロナウイルス感染症の影響による特例措置

大
磯
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

大
磯
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正

一
部
を
改
正

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
に
基
づ
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
及
び
そ
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め

の
措
置
に
よ
る
影
響
の
緩
和
を
図
る
た
め
、
規
定
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

　
国
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、
感
染
及
び
感
染
が
疑
わ
れ
る
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
労
働
者
に
対
し
、
傷
病
手
当
金
を
支
給
す
る
た
め
、

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。



第201号　2020/7

6

補
正
予
算

審
議
結
果
・
陳
情

一
般
質
問

意
見
書

議
会
活
動

政
務
活
動
費

議
案
審
議

報

　
　告

問問
　　
な
ぜ
今
年
度
か
ら
議
会

で
説
明
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
か
。

答答
　　
昨
年
か
ら
議
会
に
示
す

形
を
検
討
し
て
き
た
。
結

果
、
土
地
開
発
公
社
を

持
っ
て
い
る
県
内
22
自
治

体
の
う
ち
19
自
治
体
が
議

会
の
定
例
会
で
報
告
し
て

い
た
た
め
、
見
直
し
を

行
っ
た
。

問問
　　
土
地
開
発
公
社
は
、
町

か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
購
入

す
る
の
か
。
土
地
開
発
公

社
と
し
て
の
判
断
は
な
い

の
か
。

答答
　　
公
社
は
、
町
の
出
資
に

よ
り
設
立
さ
れ
、
町
の
事

業
に
基
づ
き
役
割
を
果
た

し
て
い
る
た
め
、
基
本
的

に
は
判
断
は
行
わ
な
い
。

町
か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
、

土
地
の
購
入
、
管
理
等
を

し
、
事
業
が
決
ま
っ
た
段

階
で
売
り
渡
し
て
い
る
。

　
土
地
開
発
公
社
は
昭
和
49
年
、
町
の
出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
町
の
道
路
整
備
な
ど
に
必
要
な
土
地
を
、
町
が
予
算

計
上
す
る
前
に
取
得
で
き
ま
す
。
原
資
は
土
地
開
発
基
金
で
、

現
残
高
は
お
よ
そ
６
億
８
千
８
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
ま
で
は
４
月
・
６
月
の
議
員
全
員
協
議
会
で
行
わ
れ
て
い

た
経
営
状
況
の
報
告
を
、
今
回
か
ら
は
本
会
議
で
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

大磯町土地開発公社の経営状況報告大磯町土地開発公社の経営状況報告
公有用地明細表（土地開発公社の経営状況より）� 令和２年３月31日現在

資産区分
期首残高 期末残高 摘　要

（取得年度）面積（㎡） 金額（円） 面積（㎡） 金額（円）

団体営農道整備事業（西小磯その１） 506.51 13,944,025 506.51 13,944,025 H６〜H12

国府本郷33号線整備事業（葛川左岸） 429.50 49,126,258 429.50 49,126,258 H８〜H14

代替用地取得事業（国府本郷） 634.14 128,080,232 634.14 128,080,232 H３

町道幹16号線改良事業 2,475.80 150,000,000 2,475.80 150,000,000 H14

大磯駅前自転車駐車場等整備事業 3,689.36 325,902,739 3,689.36 325,902,739 H24

その他（４件） 321.26 21,297,747 321.26 21,297,747 H７〜H16

合　　　　計 8,056.57 688,351,001 8,056.57 688,351,001

改
正
内
容

改
正
内
容

⑴�

感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者

ま
た
は
そ
の
疑
い
が
あ
る

者
の
救
護
、
治
療
、
看
護

若
し
く
は
消
毒
等
の
作
業

に
従
事
し
た
職
員
に
対
し
、

災
害
救
急
業
務
手
当
と
し

て
３
５
０
円
を
支
払
う
。

⑵�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
者
等
へ
の
対
応
業
務

に
従
事
し
た
職
員
に
対
し
、

感
染
症
業
務
手
当
と
し
て
、

日
額
３
０
０
０
円
ま
た
は
、

４
０
０
０
円
を
支
払
う
。

問問
　　
災
害
救
急
業
務
手
当
を

３
５
０
円
と
し
た
根
拠
は
。

答答
　　
近
隣
と
の
整
合
性
を
考

慮
し
て
、
平
塚
市
を
参
考

に
し
た
。

問問
　　
感
染
症
業
務
手
当
の
額

の
根
拠
と
金
額
の
違
い
は
。

答答
　　
金
額
は
、
国
の
規
定
に

合
わ
せ
た
。
ま
た
支
給
額

の
差
異
に
つ
い
て
は
、
患

者
と
の
接
触
の
有
無
や
対

応
時
間
等
に
よ
る
も
の
と

す
る
。

問問
　　
消
防
職
員
以
外
に
も
こ

れ
ら
の
業
務
に
従
事
す
る

職
員
は
い
る
の
か
。

答答
　　
町
内
で
爆
発
的
に
罹
患

し
た
場
合
な
ど
、
保
健
所

職
員
で
は
足
り
な
い
場
合

は
、
町
の
職
員
が
業
務
に

あ
た
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。

問問
　　
幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど

で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し

た
場
合
の
対
応
は
。

答答
　　
町
施
設
で
の
場
合
に
職

員
が
搬
送
す
る
こ
と
は
な

い
。
基
本
的
に
は
保
健
所

が
対
応
す
る
。

討

　論

賛
成
賛
成

【
奥
津
勝
子
議
員
】

　
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
今
後

ど
う
な
っ
て
い
く
か
わ
か
ら

な
い
。
今
後
の
情
勢
を
危
惧

し
た
上
で
、
必
要
な
条
例
改

正
だ
と
思
う
。

　
感
染
症
の
防
疫
業
務
等
に

従
事
し
た
職
員
に
対
す
る
感

染
症
業
務
手
当
の
支
給
及
び

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
患
者
の
救
急
搬
送
業
務
等

に
従
事
し
た
職
員
に
対
す
る

特
例
措
置
を
講
ず
る
た
め
、

規
定
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。 大

磯
町
職
員
の

大
磯
町
職
員
の

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正



第201号　2020/7
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議
案
審
議

補
正
予
算

審
議
結
果
・
陳
情

一
般
質
問

意
見
書

議
会
活
動

政
務
活
動
費

報

　
　告

令
和
元
年
度
か
ら

令
和
元
年
度
か
ら

繰
り
越
し
た
事
業

繰
り
越
し
た
事
業

　
6
月
定
例
会
に
は
、
一
般
会
計
継
続
費
、
繰
越
明
許
費
、
事
故
繰
越
し
の
３
件
の
繰
越
計
算
書
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
な
ど
地
方
公
共
団
体
の
予
算
は
、
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
を
１
つ

の
会
計
年
度
と
し
て
、
年
度
内
の
歳
出
（
支
出
）
は
、
そ
の
年
の
歳
入
（
収
入
）
を

充
て
る
こ
と
が
原
則
（
※
会
計
年
度
独
立
の
原
則
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
状
況
の
変
化
や
避
け
が
た
い
事
故
な
ど
の
理
由
で
、
事
業
が
進
ま
ず
、

こ
れ
に
伴
う
経
費
の
支
出
が
年
度
内
に
終
わ
ら
な
い
場
合
、
翌
年
度
に
執
行
す
る
手

続
き
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

継　続　費継　続　費
　事業の実施が２会計年度以上にわたる場合、全体の事業費と各年度の内訳を
予算で定めること。
　何らかの事情でその年度内に支出が終わらない経費は、翌年度に繰り越すこ
とができ、事業の実施期間内であれば最終年度まで繰り越すことができる。

事故繰越し事故繰越し
　避けがたい事故のため年度内に支出が終わらなかった場合、翌年度に繰り越
すことができる。

繰越明許費繰越明許費
　何らかの事情により、年度内に支出が終わらない経費について、翌年度１年
間に限り繰り越して使用することができる。（※議会の議決が必要）

事業名 繰越額 理　由

一
般
会
計

大磯港みなとオアシス
推進事業 ３億958万円

電気等の仮設工事、それに伴う
関係機関との協議、許認可手続
きなどに時間を要し、期間内に
大磯港賑わい交流施設の整備工
事が完成しなかったため。

事業名 繰越額 理　由

一
般
会
計

大磯駅周辺安全・安心
にぎわい創出事業 182万円

関係機関等との協議や境界確定
に日数を要し、年度内に業務完
了ができなかったため。

金額は、１万円未満を四捨五入

事業名 繰越額 理　由

一
般
会
計

プレミアム付商品券
発行事業 １,192万円

プレミアム付商品券の購入期間
及び使用期間を出来るだけ長く
設定することを国から要請され
たことにより、年度内に事業が
完了できなかったため。
（令和元年６月議会で議決）

大磯港みなとオアシス
推進事業 ２,716万円

大磯港賑わい交流施設への来訪
者の誘導を目的として案内標識
の設置、大磯港賑わい創出施設
内に設置する備品の整備が年度
内に完了しなかったため。
（令和２年３月定例会で議決）

工事が進む大磯港賑わい交流施設　令和2年6月24日現在
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議
案
審
議

報

　
　告

審
議
結
果
・
陳
情

一
般
質
問

意
見
書

議
会
活
動

政
務
活
動
費

補
正
予
算

令和２年第１回大磯町議会５月臨時会

補正予算第１号・第２号の専決処分を承認

　「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」の閣議決定に伴い、特別定額給付金及
び臨時特別給付金の迅速な給付に向けた準備を進めるため、また本町の単独事業とし
て実施する感染症対策の緊急対応について２つの補正予算を専決処分したことについ
て、議会の承認を求めるものです。

子
育
て
世
帯
特
別
給
付
金

問
　
特
に
手
続
き
を
し
な
く

て
も
給
付
さ
れ
る
事
業
と

認
識
し
て
い
る
が
。

答
　
３
・
４
月
分
の
児
童
手

当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

世
帯
の
口
座
に
振
り
込
む

と
い
う
の
が
前
提
だ
が
、

受
給
を
辞
退
さ
れ
る
場
合

は
届
出
書
の
提
出
が
必
要
。

問
　
支
給
対
象
外
に
な
っ
て

い
る
児
童
と
は
。

答
　
支
給
対
象
者
は
３
４
７

９
名
。
そ
の
他
、
今
回
所

得
制
限
を
オ
ー
バ
ー
し
て

給
付
金
の
支
給
対
象
か
ら

外
れ
て
し
ま
う
方
は
、
現

在
５
１
８
名
い
る
。

特
別
定
額
給
付
金

問
　
町
に
は
高
齢
者
の
方
が

非
常
に
多
い
が
、
申
請
も

れ
等
に
対
す
る
配
慮
は
。

答
　
申
請
受
給
対
象
者
本
人

に
よ
る
給
付
金
の
申
請
手

続
き
が
困
難
な
場
合
、
代

理
申
請
も
出
来
る
。
代
理

申
請
は
、
世
帯
構
成
員
だ

け
で
な
く
成
年
後
見
人
、

自
治
会
長
、
民
生
委
員
等

も
可
能
。

問
　
Ｄ
Ｖ
関
連
や
、
Ｄ
Ｖ
で

無
く
て
も
振
込
み
が
世
帯

主
に
い
っ
て
し
ま
っ
て
10

万
円
が
も
ら
え
な
い
と
い

う
相
談
は
あ
る
か
。

答
　
Ｄ
Ｖ
に
関
し
て
は
、
配

偶
者
暴
力
防
止
法
に
基
づ

く
措
置
命
令
で
対
応
す
る
。

配
偶
者
か
ら
避
難
さ
れ
て

い
る
方
に
対
し
て
も
、
書

類
等
で
確
認
が
取
れ
れ
ば
、

世
帯
主
と
は
別
に
申
請
す

る
こ
と
で
受
給
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

問
　
住
民
票
が
町
に
あ
る
が
、

　
家
を
出
て
い
る
子
ど
も
、

施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

も
支
給
対
象
か
、
ま
た
、

対
処
は
。

答
　
全
国
ど
こ
に
居
住
さ
れ

て
い
て
も
、
そ
の
情
報
が

住
民
票
登
録
の
あ
る
市
町

村
に
連
絡
が
来
る
。
ま
た
、

施
設
入
所
を
さ
れ
て
い
る

障
害
者
の
方
、
高
齢
者
の

方
、
お
子
様
に
つ
い
て
は
、

施
設
が
所
在
す
る
市
町
村

が
、
そ
の
方
に
対
し
直
接

申
請
を
求
め
、
そ
の
方
の

口
座
に
振
込
み
を
す
る
。

問
　
給
付
金
の
申
請
期
日
は
。

答
　
申
請
期
間
に
つ
い
て
は
、

郵
送
申
請
の
受
付
日
か
ら

３
ヶ
月
以
内
と
い
う
よ
う

な
期
日
で
定
め
ら
れ
て
い

る
。
大
磯
町
に
関
し
て
は
、

５
月
18
日
か
ら
受
付
を
開

始
し
て
い
る
の
で
、
８
月

17
日
の
月
曜
日
が
申
請
期

限
と
な
る
。

　
令
和
２
年
４
月
20
日
の
閣
議
決
定
に
伴
い
、
特
別
定
額
給

付
金
、
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
の
迅
速
な
給
付

に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
た
め
一
般
会
計
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
33
億
２
５
４
７
万
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

令和２年度一般会計補正予算（第１号）の主な内容

歳　入

子育て世帯臨時特別給付金補助金
（事業費・事務費）

　　3,751万円

特別定額給付金給付事業補助金
（事業費・事務費）

32億8,796万円

歳　出

子育て世帯臨時特別給付金給付事業 　　3,751万円

特別定額給付金給付事業 32億8,796万円

� ※金額は、１万円未満を四捨五入
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議
案
審
議

報

　
　告

審
議
結
果
・
陳
情

一
般
質
問

意
見
書

議
会
活
動

政
務
活
動
費

補
正
予
算

問
　
ひ
と
り
親
家
庭
助
成
事

業
で
町
は
３
万
円
助
成
と

の
こ
と
だ
が
、
世
帯
数
は
。

答
　
町
内
の
ひ
と
り
親
世
帯

は
令
和
２
年
３
月
現
在
、

１
９
４
世
帯
だ
が
、
今
回

の
助
成
対
象
は
、
ひ
と
り

親
世
帯
で
か
つ
児
童
扶
養

手
当
受
給
世
帯
と
い
う
こ

と
で
、
１
５
０
世
帯
を
見

込
ん
で
い
る
。

　
町
の
単
独
事
業
と
し
て
実
施
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め
、
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
、
歳
出

歳
入
予
算
に
８
千
６
３
８
万
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。
　

　

問
　
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン

事
業
の
補
助
金
の
受
取
り

先
は
。

答
　
大
磯
学
童
・
国
府
学
童

を
運
営
す
る
二
つ
の
法
人

を
考
え
て
い
る
。
こ
の
補

助
金
は
休
校
の
た
め
通
所

さ
れ
な
か
っ
た
利
用
者
に

利
用
料
を
返
還
し
、
そ
の

返
還
分
を
補
填
す
る
も
の
。

問
　
商
工
業
振
興
対
策
事
業

の
小
規
模
事
業
者
等
事
業

所
賃
借
料
補
助
金
の
申
請

条
件
と
申
請
件
数
に
つ
い

て
は
。

答
　
支
給
の
条
件
と
し
て
、

今
年
の
３
・
４
・
５
月
の

売
り
上
げ
が
前
年
同
月
比

の
20
％
以
上
減
少
し
た
事

業
者
を
対
象
と
し
、
上
限

額
30
万
円
の
１
０
０
件
分
、

３
千
万
円
の
家
賃
補
助
を

想
定
し
、
予
算
計
上
し
て

い
る
。
ま
た
、
現
在
は
、

５
件
の
申
請
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

問
　
学
校
教
育
指
導
振
興
事

業
の
通
信
運
搬
費
と
は
。

答
　
休
校
中
の
課
題
や
、
お

知
ら
せ
を
各
学
校
の
考
え

に
基
づ
き
、
児
童
・
生
徒

へ
郵
送
す
る
も
の
。
レ
タ

ー
パ
ッ
ク
代
と
し
て
一
人

３
回
分
を
予
算
計
上
し
て

い
る
。
効
果
に
つ
い
て
は
、

休
校
中
に
課
題
が
届
く
こ

と
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒

の
指
導
等
が
図
れ
る
と
考

え
て
い
る
。

問
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
事
業
の
給
食
事
業

費
補
助
金
と
は
。

答
　
保
育
園
に
通
園
し
て
い

る
３
歳
以
上
の
園
児
に
対

し
施
設
の
運
営
者
か
ら
、

自
粛
期
間
の
給
食
費
の
全

額
を
返
還
し
て
も
ら
う
よ

う
依
頼
し
て
い
る
。
そ
の

上
で
、
町
か
ら
施
設
運
営

者
に
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
補
助
金
で
交
付
す
る
も

の
。

問
　
要
保
護
・
準
要
保
護
児

童
就
学
援
助
費
と
要
保

護
・
準
要
保
護
生
徒
就
学

援
助
費
と
は
。

答
　
準
要
保
護
の
世
帯
に
対

し
て
給
食
費
相
当
額
を
支

援
す
る
も
の
。

問
　
学
校
給
食
運
営
事
業
に

つ
い
て
。
４
・
５
月
の
休

校
中
の
給
食
費
が
引
か
れ

て
い
る
が
。

答
　
４
月
か
ら
の
休
校
の
措

置
が
急
な
展
開
で
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
引
き
落
と
し

が
さ
れ
て
い
る
が
、
６
月

以
降
に
充
て
て
い
く
。
４

月
・
５
月
の
給
食
費
は
、

町
か
ら
補
助
金
と
し
て
支

給
す
る
。

反

　対

【
柴
崎
茂
議
員
】

　
学
校
給
食
運
営
事
業
の

１
千
９
百
万
円
が
ど
こ
に

い
っ
た
か
分
か
ら
な
い
。
私

費
会
計
だ
か
ら
分
か
り
ま
せ

ん
で
は
公
金
を
出
す
の
に
通

る
わ
け
な
い
。

賛

　成

【
石
川
則
男
議
員
】

　
３
月
に
な
れ
ば
残
る
か
ど

う
か
別
に
し
て
、
大
半
が
残

る
と
い
う
理
解
で
そ
れ
を
認

め
て
進
め
る
べ
き
と
考
え
る

の
で
賛
成
を
す
る
。

【
渡
辺
順
子
議
員
】

　
緊
急
事
態
と
い
う
こ
と
で
、

町
は
多
方
面
で
補
助
を
し
た

と
思
う
。
一
回
で
終
わ
る
こ

と
な
く
、
今
回
不
足
し
た
分

を
町
は
ど
う
考
え
る
か
、
医

療
従
事
者
、
介
護
の
方
、
い

ろ
い
ろ
な
方
面
で
、
こ
れ
か

ら
も
支
援
し
て
欲
し
い
。

討

　論

令和２年度一般会計補正予算（第２号）の主な内容
歳　入

財政調整基金繰入金 　8,638万円

歳　出

在宅介護支援事業 　　　50万円

ひとり親家庭助成事業 　　453万円

放課後子どもプラン事業 　　540万円

子ども・子育て支援新制度運営事業 　　230万円

保健衛生総務運営事業 　　681万円

母子保健事業 　　503万円

商工業振興対策事業 　3,750万円

学校教育指導振興事業 　　265万円

健康管理事業 　　　60万円

要保護・準要保護児童就学援助事業 　　113万円

学校給食運営事業 　1,906万円

要保護・準要保護生徒就学援助事業 　　　86万円

� ※金額は、１万円未満を四捨五入
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議
案
審
議

報

　
　告

審
議
結
果
・
陳
情

一
般
質
問

意
見
書

議
会
活
動

政
務
活
動
費

補
正
予
算問問

　　
健
康
管
理
事
業
消
耗
品

費
の
説
明
を
。

答答
　　
非
接
触
型
の
体
温
計
を

83
個
購
入
に
充
て
る
費
用
。

１
つ
６
３
０
０
円
に
消
費

税
を
加
え
、
57
万
５
１
９

０
円
と
考
え
る
。

問問
　　
専
決
処
分
で
購
入
し
、

配
ら
な
か
っ
た
理
由
は
。

答答
　　
寄
附
の
申
し
出
や
品
物

の
供
給
の
問
題
か
ら
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
に
な
っ
た
。

補正予算第３号を可決補正予算第３号を可決
　一般会計補正予算は、歳入歳出予算の総額に1,638万円を追加し、予算の総額は130億723万円となり
ました。
　審議では、さまざまな事業に対する質疑が、活発に行われました。

問問
　
何
社
か
ら
の
寄
附
か
。

答答
　
１
社
か
ら
の
寄
附
金
。

問問
　
こ
の
財
源
の
使
途
は
。

答答
　「
感
染
症
の
拡
大
防
止

と
町
民
の
健
康
維
持
」、

「
町
民
の
安
定
的
な
生
活

の
確
保
」、「
町
内
事
業
者

の
経
済
活
動
維
持
」
で
あ

る
。

問問
　
歳
出
で
は
ど
こ
に
入
っ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
対
策
と
し
て
、
令

和
２
年
10
月
30
日
ま
で
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
応
援
寄
附
金
」
を
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
募
集
開

始
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
企

業
か
ら
寄
附
を
受
け
た
応
援

寄
附
金
。

�

大
磯
御
船
祭
山
車
等
修
理

に
伴
う
補
助
金
で
す
。

�

財
源
は
令
和
元
年
10
月
申

請
、
翌
年
３
月
に
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広
報
事
業
分
と
し

て
交
付
決
定
を
受
け
た
御
船

祭
山
車
等
に
係
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
助
成
金
。

�

事
業
年
度
は
令
和
２
年
4

月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日

で
す
。

　
小
中
学
校
へ
の
町
内
の
一

事
業
者
か
ら
の
教
育
費
寄
附

金
50
万
円
を
活
用
し
、
健
康

管
理
事
業
と
し
て
58
万
円
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
伴
う
消
耗
品
の
購

入
費
に
充
て
、
町
内
の
学
校

に
そ
れ
ぞ
れ
非
接
触
型
の
体

温
計
を
購
入
す
る
も
の
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

応
援
寄
附
金
１
０
０
万
円　
　　
増

て
い
る
の
か
。

答答
　
応
援
寄
附
金
と
し
て
財

政
調
整
基
金
に
積
み
上
げ

て
い
る
。
財
政
調
整
基
金

に
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
使
途
が

明
確
に
な
る
ま
で
の
間
、

一
時
的
に
保
管
し
て
い
る
。

問問
　
応
援
寄
附
金
の
運
用
の

た
め
の
要
綱
は
あ
る
か
。

答答
　
大
磯
町
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
取
扱
要
綱
の
中
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
対
策
に
関
す
る

事
業
を
新
し
く
設
け
対
象

に
な
る
よ
う
準
備
し
た
。

反反

　　対対

【
石
川
則
男
議
員
】

　
特
別
職
の
給
与
を
減
額
と

い
う
風
潮
は
間
違
い
。
減
額

す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
く
、

町
民
か
ら
預
か
っ
た
税
金
を

有
効
に
使
う
こ
と
が
重
要
。

討

　論

御
船
祭
山
車
等
修
理
補
助
金
１
７
０
万
円�

　
　
　
　増

非
接
触
型
体
温
計
購
入
に
58
万
円�

　　増

問問
　　
以
前
に
５
０
０
万
円
の

寄
附
を
受
け
て
い
る
が
、

す
で
に
使
わ
れ
た
の
か
。

答答
　　
平
成
26
年
に
有
志
の
方

か
ら
頂
い
た
５
０
０
万
円

の
寄
附
は
北
下
町
を
中
心

と
し
た
保
存
会
の
山
車
に

２
年
間
か
け
て
使
っ
た
経

緯
が
あ
る
。
今
回
は
南
下

町
の
保
存
会
の
山
車
等
修

繕
。

問問
　　
こ
の
お
金
で
は
不
足
す

る
と
思
う
が
。

答答
　　
今
回
は
山
車
の
周
り
を

飾
る
裾
の
幕
、
木
遣
唄
に

使
用
す
る
太
鼓
を
新
調
す

る
修
繕
費
を
申
請
し
認
め

ら
れ
た
。
船
の
構
造
体
の

部
分
は
継
続
し
て
助
成
を

受
け
修
繕
し
た
い
と
い
う

意
向
が
保
存
会
に
は
あ
る
。

令和２年第２回大磯町議会６月定例会
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議
案
審
議

報

　
　告

補
正
予
算

一
般
質
問

意
見
書

議
会
活
動

政
務
活
動
費

審
議
結
果
・
陳
情

議案に対する各議員の賛否結果一覧表議案に対する各議員の賛否結果一覧表
議
案
番
号

� 議員名（議席順）

議　　案

鈴
木
　
京
子

石
川
　
則
男

竹
内
恵
美
子

清
田
　
文
雄

吉
川
　
　
諭

鈴
木
た
ま
よ

奥
津
　
勝
子

二
宮
加
寿
子

渡
辺
　
順
子

吉
川
　
重
雄

飯
田
　
修
司

玉
虫
志
保
実

柴
崎
　
　
茂

髙
橋
　
英
俊

結
　
　
　
果

掲
載
ペ
ー
ジ
番
号

18 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決
２

19 専決処分の承認を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ― 可決

20 専決処分の承認を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ― 可決 ８
・
９21 専決処分の承認を求めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● ― 可決

22 大磯町特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一
部を改正する条例 ● ● 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 ― 可決 ３

23 大磯町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する
条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ― 可決 ６

24 大磯町町税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 可決 ５

25 大磯町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 可決
４

26 大磯町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 可決

27 大磯町国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 可決 ５

28 大磯町介護保険条例の一部を改正する条例 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ● ― 可決 ３

29 令和２年度大磯町一般会計補正予算（第３号） ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ― 可決 10

30 令和２年度大磯町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１
号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 可決 ―

31 令和２年度大磯町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ● ― 可決 ―

意見書
第１号 安全・安心な海岸を維持するための方策を求める意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 ― 可決 17

○は賛成　　●は反対　　　―は議長が賛否に加わっていない

みなさんの陳情陳情はこうなりました
番号 件　名 提出者 要　旨 付託

委員会 委員会の意見・結果

第
１
号

国に「親子交流への名称変
更を求める意見書の提出」
を求める陳情書

高橋　喜寿

別居・離婚後に子供を養育・
監護していない親と子供に
よって行われる面会および交
流の「面会交流」を「親子交
流」と名称変更を求める意見
書の提出を求める。

― 机上配布

第
２
号

新型コロナウイルス感染症
拡大に際し第一線の医療提
供体制堅持を求めることに
ついての陳情書

神奈川県保険医協会
代表者　田辺　由紀夫

地域住民のセーフティネット
である第一線医療の医療崩壊
を起こさないよう、医療機関
への支援策を充実させ、迅速
に対応することを求める。

福祉
文教

新型コロナウイルス感染
症は収束の見込みがない
中、今後まだ、第2波、
第3波が来ると言われて
いる。長期戦に備えて欲
しい。

趣旨採択
（採択1、趣旨採択4、不採択1）

第
３
号

中学校給食の再開に向けて
（陳情） 鈴木　洋有

給食の再開を望む意見の中、
町、議会は自校方式での再開
と聞く。しかし、それでは今
後の１食当たりの固定費の増
加が回避できない。財務状況
から再度デリバリー方式を求
める。

福祉
文教

中学校給食の必要性を議
論する懇話会で自校方式
が望ましいとする結論を
だしている。

不採択
（採択1、趣旨採択1、不採択4）

※机上配布：議会運営委員会での協議の結果、審査除外と決定し、所管の常任委員会へ付託しないとしたもの。
※趣旨採択：「願意は理解できるが、実現性の面で確信がもてない」といった場合に採られる決定の方法。

誰でも陳情書や請願（議員の紹介が必要）を議会に提出することができます。詳しくは議会事務局にお問合せください。
６１－４１００（内線２８１）　※提出の締め切り（９月定例会分）　８月21日（金）午後５時まで



第201号　2020/7

12

議
案
審
議

報

　
　告

補
正
予
算

審
議
結
果
・
陳
情

意
見
書

議
会
活
動

政
務
活
動
費

一
般
質
問

吉川重雄町長の責任を感ずる

不適切な非課税措置の
　　　　　　責任を問う

大磯病院の全景

問
　
３
月
の
定
例
会
一
般
質

問
で
、
東
海
大
学
大
磯
病
院

へ
の
固
定
資
産
税
措
置
に
問

題
が
な
い
か
を
問
う
た
。
町

長
は
「
法
に
基
づ
き
適
切
に

判
断
し
て
い
る
。」
と
答
え

た
が
、
そ
の
後
に
不
適
切
な

税
務
措
置
が
判
明
し
た
。
そ

の
原
因
と
対
策
、
ま
た
町
長

と
し
て
の
責
任
を
ど
う
捉
え

て
い
る
の
か
見
解
を
問
う
。

町
長
　
３
月
の
一
般
質
問
の

答
弁
は
、
そ
の
後
に
調
査
確

認
を
し
て
誤
り
で
あ
る
こ
と

が
判
っ
た
。
結
果
と
し
て
一

般
質
問
で
答
え
た
内
容
と

違
っ
て
し
ま
っ
た
。
弁
解
の

余
地
は
な
い
。
今
回
の
誤
り

に
つ
い
て
再
発
防
止
を
図
る
。

職
員
の
知
識
の
向
上
、
経
験

の
蓄
積
、
課
税
状
況
の
調
査

確
認
を
行
い
、
今
後
の
事
務

執
行
の
体
制
づ
く
り
が
必
要
。

今
回
誤
り
が
生
じ
た
こ
と
は
、

行
政
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
町
長

の
責
任
と
し
て
大
変
申
し
訳

な
く
感
じ
て
い
る
。

問
　
４
月
に
税
務
課
長
が
替

わ
っ
た
が
、
前
任
者
と
の
引

継
ぎ
は
き
ち
ん
と
行
わ
れ
た

か
。

答
　
引
継
ぎ
は
行
っ
て
い
る
。

問
　
細
部
の
見
直
し
と
言
っ

た
が
、
最
初
か
ら
誤
り
を
起

こ
し
て
い
た
で
は
な
い
か
。

町
の
税
務
は
知
識
を
持
っ
た

職
員
が
当
た
っ
て
い
る
か
大

き
な
問
題
だ
。

答
　
結
果
、
建
物
内
部
の
見

落
と
し
を
し
て
し
ま
っ
た
。

一 般 質 問

一般質問は、６月９日・１０日に１０人の議員から２０問ありました。

質問と答弁の内容を要約してお知らせします。
詳細は会議録・ホームページ・ＤＶＤ（図書館貸出）をご利用ください。

【文責は本人】

町政のここが聞きたい



第201号　2020/7

13

議
案
審
議

報

　
　告

補
正
予
算

審
議
結
果
・
陳
情

意
見
書

議
会
活
動

政
務
活
動
費

一
般
質
問

鈴木たまよ安全策を充実させたい

児童生徒通学時の
　　　　安全性は十分か

ここでのバス待ちは安全か

問
　
東
町
３
丁
目
バ
ス
停
付

近
は
安
全
性
が
十
分
で
な
い

と
考
え
ら
れ
る
が
。

答
　
４
カ
月
前
に
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
を
設
置
し
た
。
様
子

を
見
な
が
ら
必
要
が
あ
れ
ば

次
の
対
策
を
取
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

問
　
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に

バ
ス
を
待
つ
こ
と
が
で
き
る
、

誰
も
が
安
全
だ
と
思
え
る
よ

う
な
目
に
見
え
る
対
策
を
考

え
て
も
ら
い
た
い
が
。

答
　
町
民
の
方
か
ら
い
た
だ

い
て
い
る
意
見
等
を
踏
ま
え
、

今
後
も
交
通
安
全
の
対
応
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

〇�

今
後
の
大
磯
町
の
在
り
方

に
つ
い
て

問
　
児
童
・
生
徒
の
通
学
時

の
安
全
策
は
。

教
育
長
　
通
常
一
学
期
に
一

度
、
通
学
路
点
検
を
実
施
し
、

そ
の
後
重
点
箇
所
を
設
定
し
、

防
犯
安
全
対
策
推
進
委
員
会

が
主
催
す
る
合
同
点
検
を
実

施
す
る
。
そ
し
て
安
全
対
策

の
検
討
を
行
い
、
関
係
者
間

で
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
問

題
解
決
に
向
け
た
対
策
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
園

児
・
児
童
・
生
徒
に
も
日
々

の
安
全
指
導
を
行
う
と
と
も

に
、
特
に
小
学
校
に
お
い
て

は
年
間
計
画
の
中
で
集
団
下

校
訓
練
を
実
施
し
、
教
職
員

が
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
歩

き
、
通
学
路
を
安
全
に
下
校

す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

石川則男今年の10月頃着工

金目川堤防工事の着工は

問
　
金
目
川
堤
防
工
事
の
進

捗
状
況
は
。

町
長
　
平
塚
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー

ム
ズ
前
の
Ａ
工
区
は
今
年
10

月
頃
着
手
し
約
２
年
の
期
間

を
、
Ｂ
工
区
も
含
め
る
と
５

年
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
大
磯
町
と
し
て
行
う
べ

き
こ
と
は
あ
る
か
。

町
長
　
金
目
川
洪
水
浸
水
想

定
区
域
で
も
あ
る
東
町
、
長

者
町
、
山
王
町
の
地
区
の
皆

さ
ん
に
も
町
が
主
体
と
な
り
、

説
明
を
行
い
周
知
を
図
る
。

問
　
三
沢
川
の
河
口
に
水
門

等
を
作
っ
て
逆
流
を
防
ぐ
必

用
は
な
い
か
。

町
長
　
今
年
度
下
水
道
全
体

計
画
の
見
直
し
を
行
い
三
沢

川
周
辺
流
域
の
浸
水
対
策
に

関
す
る
基
本
方
針
を
定
め
る
。

ま
た
、
毎
年
実
施
し
て
い
る

川
床
の
し
ゅ
ん
せ
つ
を
継
続

し
て
行
い
、
三
沢
川
の
浸
水

被
害
の
軽
減
を
進
め
る
。

問
　
町
民
の
不
安
を
解
消
す

べ
く
早
急
に
説
明
会
を
開
く

こ
と
が
役
場
の
仕
事
と
思
う
。

少
な
く
と
も
工
事
着
工
の
１
、

２
カ
月
前
ま
で
に
は
説
明
会

を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答
　
そ
れ
を
目
標
と
で
き
る

様
に
県
と
も
調
整
し
な
が
ら

進
め
た
い
と
考
え
る
。

問
　
Ｂ
工
区
の
工
事
が
始
ま

る
と
高
麗
架
道
橋
の
通
行
が

増
え
心
配
で
あ
る
が
。

答
　
セ
ン
サ
ー
対
応
の
信
号

等
を
検
証
し
て
い
く
。

金目川堤防工事箇所



第201号　2020/7

14

議
案
審
議

報

　
　告

補
正
予
算

審
議
結
果
・
陳
情

意
見
書

議
会
活
動

政
務
活
動
費

一
般
質
問

防災無線補完システム用のタブレット

問
　
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
と
し
て
町
職
員
の
在
宅
勤

務
は
ど
の
程
度
で
き
た
か
。

答
　
職
員
の
密
度
を
減
ら
す

た
め
時
差
出
勤
や
休
暇
制
度

と
あ
わ
せ
、
５
月
31
日
ま
で

の
26
日
間
で
３
４
１
回
分
の

在
宅
勤
務
が
あ
っ
た
。
職
場

外
へ
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
出
せ

な
い
た
め
、
報
告
書
の
作
成

や
自
己
研
修
な
ど
紙
ベ
ー
ス

の
範
囲
内
で
行
っ
た
。

問
　
実
態
と
し
て
は
自
宅
待

機
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
第
２

波
に
備
え
生
産
性
の
あ
る
在

宅
勤
務
に
は
何
が
必
要
か
。

答
　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ポ
リ

シ
ー
な
ど
を
し
っ
か
り
し
、

持
ち
帰
る
情
報
量
を
あ
る
程

度
増
や
す
こ
と
が
必
要
。

問
　
防
災
無
線
補
完
シ
ス
テ

ム
で
導
入
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
て
、
区
長
等
と
の

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
な
ど
は
考

え
な
か
っ
た
か
。

答
　
そ
う
い
う
補
助
機
能
も

あ
る
が
利
用
契
約
に
含
ま
れ

ず
、
別
途
費
用
が
か
か
る
。

問
　
町
の
行
政
事
務
や
学
校

の
教
育
現
場
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
を
組
織
的
に
進
め
る
た
め

に
、
総
合
的
な
視
点
か
ら
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
基
本
計
画
の

策
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長
　
行
政
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ

の
対
応
の
難
し
さ
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利

用
に
つ
き
専
門
家
の
知
識
を

得
な
が
ら
計
画
は
早
急
に

や
っ
て
い
き
た
い
。

吉川諭推進の必要性を実感

ＩＣＴは最大限
　　　活用されているか

介護現場のレポート

問
　
神
奈
川
県
西
部
で
は
医

師
会
と
各
市
町
が
共
同
で
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
場
を
開
設
し
た
が

大
磯
地
区
の
検
査
体
制
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答
　
６
月
上
旬
で
県
内
23
カ

所
に
検
査
場
が
設
置
さ
れ
た

が
、
大
磯
・
二
宮
町
で
は
中

郡
医
師
会
と
候
補
場
所
や
運

営
方
法
を
検
討
中
で
あ
る
。

問
　
設
置
は
い
つ
ご
ろ
か
。

答
　
行
政
も
支
援
し
て
速
や

か
に
設
置
し
た
い
。

問
　
濃
厚
接
触
の
機
会
が
多

い
医
療
・
介
護
・
保
育
現
場

の
方
々
は
感
染
の
不
安
を
抱

え
て
働
い
て
い
る
。
優
先
的

に
検
査
を
受
け
、
安
心
し
て

働
け
る
環
境
整
備
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
。

答
　
現
在
検
査
が
受
け
ら
れ

る
の
は
帰
国
者
・
接
触
者
外

来
で
予
約
を
す
る
方
や
、
か

か
り
つ
け
医
が
必
要
と
認
め

た
方
で
あ
る
。

問
　
第
２
波
・
第
３
波
に
備

え
町
独
自
の
政
策
と
し
て
で

も
検
査
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
で
き
な
い
の
か
。

答
　
介
護
の
現
場
か
ら
も
そ

の
よ
う
な
声
を
い
た
だ
い
て

い
る
の
で
対
象
者
を
拡
大
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

〇�

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
来
年
度

以
降
の
予
算
案
の
見
通
し
と

総
合
計
画
の
見
直
し
は
。

〇�

リ
ス
ク
を
受
け
た
子
供
た

ち
に
向
き
合
う
今
後
の
教

育
体
制
は
。

渡辺順子対象者拡大を考える

介護や保育関係者に
　　　　　ＰＣＲ検査を
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飯田修司

小・中学校の
　　エアコンに４億円か

総合的に判断して

教
育
長
　
実
は
私
の
ほ
う
も

い
か
に
費
用
を
安
く
あ
げ
る

か
と
い
う
こ
と
で
担
当
に
指

示
し
て
い
る
。

問
　
年
３
千
～
４
千
㎞
し
か

走
ら
な
い
車
を
リ
ー
ス
契
約

で
持
つ
こ
と
は
無
駄
で
は
な

い
か
。

答
　
大
磯
町
は
環
境
負
荷
の

軽
減
の
為
の
車
の
導
入
を
考

え
て
い
る
。
原
則
リ
ー
ス
は

５
年
間
ご
と
に
新
規
の
リ
ー

ス
を
す
る
こ
と
で
進
め
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問

○�
大
磯
海
水
浴
場
の
水
質
に

問
題
は
な
い
の
か
。

○
三
沢
川
の
洪
水
対
策
は
。

問
　
大
磯
町
は
小
・
中
学
校

の
エ
ア
コ
ン
に
４
億
円
を
超

え
る
予
算
を
組
ん
で
い
た
が
、

二
宮
町
の
よ
う
に
国
庫
補
助

を
受
け
れ
ば
、
２
億
円
以
下

で
で
き
た
の
で
は
。

答
　
国
の
補
助
金
の
通
知
が

あ
っ
た
の
は
、
平
成
30
年
10

月
以
降
で
あ
り
、
そ
の
辺
が

少
し
、
議
員
の
方
に
認
識
の

誤
り
が
あ
る
の
で
は
。

問
　
二
宮
町
も
神
奈
川
県
の

市
町
村
も
平
成
30
年
7
月
に

は
通
達
が
き
て
い
る
。
そ
れ

以
前
か
ら
大
磯
町
は
事
前
に

お
願
い
し
て
い
た
会
社
が

あ
っ
て
や
め
ら
れ
な
か
っ
た

の
か
。

答
　
平
成
30
年
３
月
に
議
会

の
承
認
を
い
た
だ
い
た
。

国庫補助エアコンがある大磯幼稚園

ル
構
想
を
検
討
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

最
大
限
に
活
用
し
た
学
習
指

導
を
進
め
る
。
今
後
、
子
ど

も
た
ち
の
様
子
を
全
職
員
で

見
守
り
、
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
関
係
機

関
と
の
連
携
に
も
取
り
組
む
。

問
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
を
し
て
い
く
こ
と
を
望
む

が
、
進
捗
と
課
題
が
あ
る
か
。

答
　
一
人
一
台
と
の
国
の
配

備
の
考
え
に
基
づ
き
積
極
的

に
進
め
て
い
る
。
活
用
や
配

備
さ
れ
た
端
末
を
使
う
児
童

生
徒
の
指
導
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
環
境
が
課
題
。

問
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
集
合
検
査

場
の
検
討
状
況
は
。

答
　
開
設
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
る
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

で
、
教
育
、
医
療
・
介
護
、

福
祉
等
、
町
の
取
組
は
。

町
長
　
医
療
崩
壊
を
招
か
な

い
よ
う
、
診
療
と
検
査
の
調

整
が
確
保
さ
れ
、
神
奈
川
モ

デ
ル
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
版
が

確
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
県

知
事
と
テ
レ
ビ
会
議
で
介
護

現
場
の
対
応
を
お
願
い
し
た
。

　
自
立
相
談
支
援
機
関
の
周

知
は
、
町
内
の
公
共
施
設
、

案
内
チ
ラ
シ
を
配
架
、
必
要

な
機
関
と
の
連
携
・
協
力
を

適
切
に
行
い
対
応
し
て
い
る
。

教
育
長
　
児
童
生
徒
が
感
染

の
リ
ス
ク
を
自
ら
判
断
し
、

避
け
る
行
動
が
で
き
る
よ
う

指
導
す
る
。
文
部
科
学
省
が

提
唱
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

神奈川モデル・ハイブリッド版

ＧＩＧＡスクール構想を
　　　　　　　　望むが

一人一台整備を進める 二宮加寿子

移行期・蔓延期の緊急医療体制「神奈川モデル・ハイブリッド版」� 神奈川県
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お
か
し
い
で
し
ょ
と
。
な
ぜ

な
ら
昨
年
12
月
３
日
、
１
千

４
６
３
万
円
の
「
自
校
方
式

の
基
本
設
計
案
」
は
修
正
案

も
否
決
さ
れ
た
で
は
な
い
か

と
。

　
鈴
木
京
子
議
員
も
５
月
11

日
の
委
員
会
で
「
金
額
に
つ

い
て
は
反
対
し
た
け
ど
方
針

に
つ
い
て
反
対
は
し
て
い
ま

せ
ん
」
と
か
言
っ
て
い
た
。

確
か
、
12
月
４
日
の
神
奈
川

新
聞
に
も
補
正
予
算
案
否
決

と
大
き
く
出
て
い
た
。
安
倍

総
理
は
改
正
案
が
ど
ん
な
に

悪
く
て
も
国
会
の
議
決
を
得

た
い
と
し
て
い
る
。
大
磯
町

は
否
決
さ
れ
た
の
に
そ
の
ま

ま
進
も
う
と
し
て
い
る
。

答
　
予
算
で
は
議
決
が
必
要
。

問
　
検
察
官
の
定
年
を
延
長

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
改

正
案
が
国
会
へ
提
出
さ
れ
た

が
、
今
国
会
で
の
成
立
が
見

送
ら
れ
た
。
何
か
感
想
は
。

町
長
　
こ
の
件
で
大
磯
町
行

政
と
議
会
の
関
係
を
評
価
し

ろ
と
い
う
こ
と
で
は
少
し
理

解
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
答
弁

は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

問
　
な
ぜ
、
こ
の
こ
と
を
聞

く
か
と
い
う
と
、
去
る
５
月

11
日
、
福
祉
文
教
常
任
委
員

会
が
「
中
学
校
給
食
の
再
開

に
向
け
た
進
捗
状
況
に
つ
い

て
」
と
い
う
こ
と
で
開
か
れ

た
。
そ
の
際
、
吉
川
諭
議
員

が
自
校
方
式
で
の
前
提
の
質

問
を
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
は

検察庁法改正案
　　　見送りとなったが

答弁は差し控えたい 柴崎茂

２つの民有地を囲む町の現敷地

問
　
令
和
７
年
度
に
供
用
開

始
を
目
指
す
方
針
で
、
駐
車

場
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
の
免
震
構
造

で
新
庁
舎
を
建
設
と
い
う
が
、

現
在
町
が
所
有
の
敷
地
内
だ

け
で
考
え
て
い
く
の
か
。
そ

れ
と
も
町
の
敷
地
が
囲
む
民

有
地
の
所
有
者
か
ら
「
町
が

計
画
を
考
え
る
に
当
た
り
、

こ
の
土
地
を
計
画
図
に
含
め

て
考
え
て
良
い
」
と
い
う
了

承
を
得
、
民
有
地
も
含
め
て

考
え
て
い
く
の
か
。

町
長
　
町
職
員
で
構
成
の
本

庁
舎
整
備
庁
内
検
討
会
で
令

和
２
年
３
月
ま
で
の
検
討
結

果
を
報
告
書
に
取
り
ま
と
め

た
。
課
題
の
一
つ
の
建
設
地

の
選
定
に
つ
い
て
は
調
査
検

討
を
行
い
、
現
在
の
敷
地
を

選
定
。
報
告
書
で
は
、
敷
地

を
有
効
活
用
す
る
に
は
隣
接

の
方
々
の
協
力
が
必
要
で
あ

る
と
し
、
町
民
を
交
え
た
新

庁
舎
整
備
基
本
構
想
等
検
討

委
員
会
の
意
見
を
得
、
今
後
、

策
定
を
進
め
る
新
庁
舎
整
備

基
本
構
想
に
お
い
て
、
近
接

地
域
の
皆
様
へ
事
業
計
画
に

対
す
る
ご
協
力
な
ど
を
お
話

し
し
て
進
め
て
い
く
。

問
　
隣
接
用
地
の
協
力
で
、

今
、
考
え
て
い
る
こ
と
は
。

答
　
国
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

考
え
る
と
協
力
は
必
要
。
敷

地
に
含
め
る
と
か
で
は
な
い
。

問
　
２
つ
の
民
有
地
を
含
め

考
え
て
い
く
可
能
性
は
０
か
。

町
長
　
申
し
上
げ
に
く
い
。

町敷地内だけで
　　　庁舎を建て替えか

明確に言う時ではない 玉虫志保実

検�察�庁
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計画修正中の駅前広場

答
　
修
正
案
に
つ
い
て
、
住

民
説
明
会
を
２
回
開
催
し
た

い
。
そ
の
時
、
そ
う
い
っ
た

意
見
を
い
た
だ
け
る
の
な
ら

検
討
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

避
難
所
開
設
時
の
感
染
症
対

策
に
つ
い
て

問
　
避
難
所
開
設
時
の
感
染

症
対
策
は
十
分
か
。

町
長
　
感
染
防
止
の
た
め
、

マ
ス
ク
、
非
接
触
型
体
温
計
、

消
毒
液
を
購
入
、
備
蓄
し
て

い
る
。
避
難
所
が
過
密
に
な

ら
な
い
よ
う
に
間
隔
を
あ
け

る
必
要
が
あ
る
。
可
能
な
限

り
多
く
の
避
難
所
の
開
設
を

予
定
し
て
お
り
、
台
風
等
の

非
難
に
対
応
で
き
る
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に

よ
り
、
町
の
計
画
見
直
し
が

必
要
と
考
え
る
。
駅
前
広
場

整
備
を
急
ぐ
理
由
は
何
か
。

町
長
　
様
々
な
交
通
が
錯
綜

し
、
人
身
事
故
、
物
損
事
故

も
発
生
。
計
画
修
正
中
だ
が
、

皆
さ
ん
の
意
見
に
耳
を
傾
け

る
こ
と
は
大
切
と
考
え
る
の

で
、
改
め
て
町
民
説
明
会
を

開
催
、
意
見
を
聴
い
て
い
く
。

問
　
絶
対
外
せ
な
い
の
が
実

証
実
験
だ
と
思
う
。
本
当
に

使
い
や
す
い
駅
前
に
な
る
の

か
。
ど
の
よ
う
な
形
で
人
身

事
故
が
あ
っ
た
の
か
を
町
民

は
知
り
た
い
が
、
町
は
わ
か

ら
な
い
と
い
う
。

　
実
証
実
験
を
す
る
考
え
は

な
い
か
。

駅前広場計画案
　　　実証実験の考えは

意見があれば検討 鈴木京子

主
旨

　
県
の
条
例
で
は
、
海
水
浴

場
の
設
置
者
に
、
警
備
員
や

ラ
イ
フ
セ
イ
バ
ー
な
ど
の

「
監
視
人
」
を
置
く
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、

今
年
度
は
、
県
よ
り
更
に

「
海
水
浴
場
等
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
示
さ

れ
た
。

　
大
磯
町
で
は
、
こ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
て
の
安

全
・
安
心
な
海
水
浴
場
の
維

持
・
管
理
は
難
し
い
と
の
判

断
か
ら
、
令
和
２
年
度
に
お

い
て
は
、
歴
史
あ
る
大
磯
海

水
浴
場
の
開
設
中
止
が
決

ま
っ
た
。

　
ま
た
、
神
奈
川
県
下
13
市

町
25
カ
所
あ
る
海
水
浴
場
も

同
様
の
理
由
か
ら
、
こ
の
夏

の
海
水
浴
場
の
閉
鎖
が
決

ま
っ
た
。

　
海
水
浴
場
が
開
設
さ
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
町
の
海

水
浴
場
振
興
事
業
が
実
施
さ

れ
な
い
た
め
、
ラ
イ
フ
セ
イ

バ
ー
等
の
管
理
委
託
や
　
公

衆
ト
イ
レ
の
設
置
が
行
わ
れ

な
い
た
め
、
こ
の
夏
の
海
岸

利
用
者
の
マ
ナ
ー
低
下
や
、

海
水
浴
場
が
開
設
さ
れ
な
く

て
も
海
岸
に
は
多
く
の
来
遊

者
が
集
ま
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
水
難
事
故

防
止
・
感
染
予
防
策
を
は
じ

め
と
し
た
海
岸
の
安
全
対
策

が
、
急
務
と
考
え
る
。

　
大
磯
町
議
会
と
し
て
は
、

所
轄
庁
で
あ
る
神
奈
川
県
に

対
し
、
海
水
浴
場
が
開
設
さ

れ
な
い
状
況
で
海
岸
の
安

全
・
安
心
の
対
策
に
取
り
組

ま
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る

も
の
。

要
望
事
項
　

⑴�

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。

⑵�

　
遊
泳
者
の
水
難
事
故
防

止
の
た
め
、
警
備
員
や
ラ

イ
フ
セ
イ
バ
ー
な
ど
の
配

置
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

⑶�

　
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
に
関

す
る
安
全
対
策
を
実
施
す

る
こ
と
。

⑷�

　
飲
食
・
バ
ー
べ
キ
ュ�

ー
・
花
火
等
の
ご
み
の
不

法
投
棄
の
対
策
を
講
ず
る

こ
と
。

⑸�

　
海
岸
に
お
け
る
飲
酒
・

受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
講

ず
る
こ
と
。

⑹�

　
海
岸
・
周
辺
地
域
の
公

衆
衛
生
、
危
険
防
止
及
び

秩
序
の
保
持
が
な
さ
れ
る

よ
う
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

　
　
提
出
者
　
清
田
　
文
雄

　
　
賛
成
者
　
竹
内
恵
美
子

　
　
　
　
　
　
奥
津
　
勝
子

　
　
　
　
　
　
二
宮
加
寿
子

安
全
・
安
心
な
海
岸
を
維
持
す
る
た
め
の
方
策
を
求
め
る
意
見
書
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議
会
活
動

　
昨
年
９
月
の
説
明
会
な
ど

に
対
し
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見

を
基
に
、
修
正
業
務
を
行
っ

て
い
る
。

〇�

旧
駐
輪
場
跡
地
、
交
番
、

観
光
案
内
所
等
を
含
む
区

域
の
活
用

〇�

駅
前
広
場
中
央
に
あ
る
横

断
歩
道
の
長
さ
の
変
更

〇�

駅
前
広
場
内
で
の
車
輌
の

転
回
の
対
策

〇�

一
般
車
の
停
車
ス
ペ
ー
ス

の
拡
充

問
　
駅
前
整
備
よ
り
、
周
辺

道
路
の
整
備
が
先
で
は
な

い
か
。
駅
か
ら
大
磯
小
学

校
東
側
の
道
路
ま
で
を
含

問
　
昨
年
の
３
月
ま
で
の
検

討
会
の
中
で
、
自
校
式
が

ベ
ス
ト
で
は
な
い
か
と
い

う
結
論
を
出
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
、
幾
つ
か
の

追
加
さ
れ
た
部
分
や
金
銭

的
な
訂
正
が
あ
り
、
昨
年

12
月
の
補
正
予
算
が
否
決

と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
今
度
の
準
備
会

に
対
し
追
加
部
分
に
つ
い

て
ど
ん
な
説
明
を
さ
れ
る

の
か
を
聞
き
た
い
。

答
　
こ
の
準
備
会
の
皆
さ
ん

に
は
同
じ
位
置
か
ら
ス
タ

ー
ト
で
き
る
よ
う
に
、
第

１
回
目
を
始
め
る
前
に
説

明
す
る
。

問
　
基
本
的
に
話
し
合
い
を

す
る
こ
と
は
、
給
食
施
設

総
務
建
設
常
任
委
員
会
の
調
査
報
告

駅
前
広
場
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
の
調
査
報
告

中
学
校
給
食
の
再
開
に
向
け
た
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
５
月
14
日
、
駅
前
整
備
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
閉

会
中
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
元
年
度
の
委
託
業
務
の

う
ち
、
大
磯
駅
前
広
場
用
地
測
量
業
務
は
境
界
を
確
定
、
完

了
し
て
い
ま
す
。
修
正
計
画
の
考
え
方
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。

　
５
月
11
日
、
表
題
の
閉
会
中
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
内

容
は
、
自
校
方
式
の
施
設
を
設
置
す
る
た
め
準
備
会
を
つ
く

る
と
い
う
も
の
で
、
学
校
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
な
ど
か
ら
構
成

さ
れ
、
意
見
を
聴
取
す
る
予
定
で
す
。

ん
だ
計
画
区
域
に
す
べ
き

で
は
。
土
砂
の
落
石
の
あ

っ
た
県
道
、
線
路
沿
い
の

町
道
の
拡
幅
が
先
で
は
な

い
か
。

答
　
ど
ち
ら
が
後
先
で
は
な

く
、
周
辺
の
町
道
、
県
道

に
つ
い
て
は
別
建
て
で
考

え
て
い
き
た
い
。

問
　
飲
食
店
の
所
有
者
の
意

に
反
し
て
い
れ
ば
、
白
紙

に
な
る
可
能
性
は
あ
る
の

か
。
土
地
の
購
入
も
し
て

い
な
い
段
階
で
図
面
を
描

く
の
は
順
序
が
逆
で
は
な

い
か
。

答
　
所
有
者
の
合
意
は
不
可

欠
に
な
っ
て
く
る
。
計
画

の
建
設
が
前
提
と
し
て
あ

る
と
思
う
が
そ
の
土
台
は

（
株
）長
大
が
作
っ
た
デ
ー

タ
で
よ
い
か
。

答
　
ま
ず
、
色
々
な
案
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
て
も
ら

う
。

問
　
自
校
式
で
建
設
す
る
と

誰
が
決
め
た
の
か
。
12
月

の
補
正
予
算
で
否
決
さ
れ

た
の
は
自
校
式
だ
。

答
　
教
育
委
員
会
と
し
て
は

自
校
式
で
進
め
る
。

問
　
手
続
き
と
し
て
、
自
校

式
の
予
算
案
が
否
決
さ
れ

た
の
に
、
な
ぜ
自
校
式
か
。

答
　
基
本
設
計
に
係
る
費
用

は
、
12
月
の
補
正
予
算
で

否
決
と
い
う
結
果
を
得
た
。

し
か
し
、
自
校
式
は
否
定

に
基
づ
き
話
し
合
い
を
し

て
い
く
。

問
　
町
民
に
対
し
、
図
面
だ

け
説
明
し
、
概
算
費
用
は

示
さ
な
い
の
は
不
誠
実
で

は
な
い
か
。

答
　
区
域
を
広
げ
た
部
分
の

工
事
費
や
補
償
費
の
増
も

見
込
ま
れ
る
が
、
安
全
安

心
の
確
保
を
大
切
に
し
、

極
力
費
用
を
か
け
ず
に
考

え
、
概
算
費
用
は
計
画
が

固
ま
っ
て
か
ら
出
し
た
い
。

さ
れ
て
い
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。

問
　
そ
れ
が
通
る
な
ら
何
で

も
通
る
。
手
続
き
も
何
も

あ
っ
た
も
の
で
な
い
の
で

は
。

答
　
以
前
か
ら
そ
の
様
な
持

論
を
展
開
さ
れ
て
い
る
の

は
承
知
し
て
い
る
。

問
　
議
会
が
否
決
で
き
る
の

は
補
正
の
金
額
で
、
自
校

方
式
を
否
決
し
た
の
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。
議

会
運
営
上
も
手
続
き
論
的

に
も
議
決
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
い
つ
基
本

設
計
委
託
を
す
る
の
か
。

答
　
令
和
５
年
に
給
食
を
再

開
し
た
い
。

問
　
自
校
式
で
よ
い
か
。

答
　
何
度
も
申
し
上
げ
て
い

る
が
、
町
の
政
策
決
定
で

自
校
方
式
を
や
る
と
決
め

た
。
ぶ
れ
て
は
い
な
い
。

土砂崩れのあった県道
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議
案
審
議

報

　
　告

補
正
予
算

審
議
結
果
・
陳
情

一
般
質
問

意
見
書

議
会
活
動

政
務
活
動
費

令和元年度 政務活動費の収支報告
　政務活動費は、議員の町政に関する調査研究等の活動に資するための経費として、１人あたり年額12万
円を交付しています。
　議員は、条例に定める使途基準に従い支出し翌年度に収支報告書を公表しますが、その際には支払った
ことを証する領収書等を添付して、その使途の透明性の確保に努めています。
　また、この政務活動費収支報告書等の写しは、役場１階の町民情報コーナーでご覧いただけます。

（単位：円）

議員氏名 収入額
（交付額）

支　　　　出　　　　額 収支差引額
（残余額） 主な支出内容①調査旅費

及び研修費
②資料作成
及び購入費 ③広報費 ④事務費 ⑤その他の

経費 支出計

飯田　修司 80,000 600 80 1,020 1,700 78,300
①駐車場代
②行政情報コピー
④会議ノート代

石川　則男 80,000 64,730 49,854 114,584 0

①旅費、研修会参加負担金
（市町村財政分析基礎講座、
よくわかる地方財政と自治
体予算）②書籍購入費・会
議録代

奥津　勝子 120,000 41,630 80,444 8,478 130,552 0

①旅費、研修会参加負担金
（大阪府豊中市視察、ひき
こもり対策最新講座）②書
籍購入費・会議録代④プリ
ンターインク・用紙代

片野　哲生 40,000 0 40,000

柴崎　　茂 120,000 23,756 7,368 89,015 120,139 0

①旅費、研修会参加負担金
（ひきこもり対策最新講座）
②書籍購入費・行政情報コ
ピー代
③広報紙発行費

鈴木　京子 120,000 58,732 64,000 122,732 0
②新聞購読料・行政情報コ
ピー代ほか
③広報紙発行費

鈴木たまよ 120,000 123,019 123,019 0 ③広報紙発行費
清田　文雄 120,000 84,698 84,698 35,302 ②会議録代・新聞購読料
関　　威國 40,000 19,045 19,045 20,955 ②会議録代・新聞購読料

髙橋　英俊 120,000 54,314 54,314 65,686

①旅費、研修会参加負担金
（大阪府豊中市視察、よく
わかる地方財政と自治体予
算）

竹内恵美子 120,000 30,044 119,564 149,608 0 ②会議録代③広報紙発行費

玉虫志保実 80,000 71,182 71,182 8,818 ②書籍購入費・行政情報コピー代ほか

二宮加寿子 120,000 71,642 51,900 830 124,372 0

①旅費、研修会参加負担金
（大阪府豊中市視察、学校
教育と自治体の役割ほか）
②書籍購入費・会議録代ほ
か④クリアポケット代

三澤　龍夫 40,000 0 40,000
山田　喜一 40,000 122,499 122,499 0 ③広報紙発行費

吉川　　諭 80,000 11,000 1,000 647 12,647 67,353
②書籍購入費
③会場使用料
④掲示物用防水パック

吉川　重雄 120,000 44,040 174,768 218,808 0 ②新聞購読料③広報紙発行費

渡辺　順子 120,000 39,982 85,759 125,741 0

①旅費、研修参加負担金（大
阪府豊中市視察、首都大学
東京夏期講座ほか）②書籍
購入費・会議録代ほか

※掲載は50音順です。
※�令和元年度は議会議員の改選がありましたので、交付額は在職月数によって、4万円、８万円、12万円となって
おります。
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【
編
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記
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笑
顔
シ
リ
ー
ズ

議
会
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よ

り
発

行
／

大
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会
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／
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だ
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恒
例
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
堀
り

　
大
磯
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
ハ

ウ
ス
横
の
畑
に
カ
ブ
ス
カ
ウ

ト
（
小
３
～
小
５
）
が
植
え

た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
今
年
も

見
事
に
大
き
く
育
ち
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、

フ
ラ
イ
に
し
た
り
、
火
を
お

こ
し
て
焼
い
て
美
味
し
く
食

べ
ま
し
た
。

　
今
年
は
ス
カ
ウ
ト
た
ち
の

大
き
な
笑
い
声
が
マ
ス
ク
で

ふ
さ
が
れ
、
聞
こ
え
ま
せ
ん
。

　
例
年
な
ら
こ
れ
か
ら
の
季

節
は
、
海
や
山
へ
出
か
け
、

お
も
い
っ
き
り
遊
ん
で
過
ご

し
ま
す
。

　
早
く
マ
ス
ク
を
外
し
た
明

る
い
笑
顔
が
見
た
い
で
す
。

議
会
の
う
ご
き

３
月

　
24
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
25
日
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

　
27
日
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

４
月

　
８
日
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
10
日
　
議
員
全
員
協
議
会

　
16
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
議
員
全
員
協
議
会

　
24
日
　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
協
議
会

５
月

　
11
日
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

　
　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
14
日
　
総
務
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
協
議
会

　
18
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
19
日
　
第
１
回
臨
時
会

　
26
日
　
議
会
運
営
委
員
会

６
月

　
２
日
　
６
月
定
例
会
（
議
案
審
議
等
）

　
４
日
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
９
日
　
６
月
定
例
会
（
一
般
質
問
）

　
10
日
　
６
月
定
例
会
（
一
般
質
問
）

　
　
　
　
議
員
全
員
協
議
会

　
16
日
　
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
17
日
　
６
月
定
例
会
（
委
員
長
報
告
等
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

終
息
が
今
だ
見
え
な
い
中
、

皆
様
に
は
ご
不
自
由
な
日
々

を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
こ
の
度
、
議
会
だ
よ
り
編

集
委
員
を
13
年
ぶ
り
に
担
当

し
て
い
ま
す
。
議
会
中
は
闘

い
で
す
が
、
議
会
を
す
ぐ
に

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
編

集
作
業
は
、
議
会
だ
よ
り
編

集
委
員
の
役
得
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
中
学
校

給
食
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
問
題

は
山
積
み
で
す
。
９
月
議
会

の
準
備
は
、
既
に
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

【
発
行
責
任
者
】

議
　
　
長
　
　
髙
橋
　
英
俊

【
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】

委
員
長
　
　
玉
虫
志
保
実

副
委
員
長
　
　
清
田
　
文
雄

委
　
　
員
　
　
吉
川
　
　
諭

　
　
　
　
　
　
鈴
木
た
ま
よ

　
　
　
　
　
　
飯
田
　
修
司

　
　
　
　
　
　
柴
崎
　
　
茂

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】

副
議
長
　
　
鈴
木
　
京
子

９月定例会
９月１日（火）　　議案上程等

10 日（木）　　一般質問
11 日（金）　　一般質問
29 日（火）　　委員長報告等

湘南ケーブルテレビ
地上デジタルＳＣＮ113
チャンネルにて放映

生放送９時～、
再放送は19時～

議会スナップ

新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、
出入口の扉を開放、議席を空け、本会議を開催

決算特別委員会
９月 14日（月）

15日（火）
17日（木）
18日（金）

　決算特別委員会の詳細は、決まり次第、
議会ホームページでお知らせします。


